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明治•大正年間の人口推計と人口動態

' 安 i n 正 彬 1 

広 岡 桂 ニ 郎

i :
1• 問 題 の 所 在

わか国の明治初期人口は，約 3500万といわれ，一応の定説とされてきfこが，近代的な統計とし 

て人口が把握されるようになったのは大正9年 （1拟0 年）の第1 回国勢調査が実施されてからのこ 

とである。 したがって，それ以前の統計には種々の不備があったため，明治年間から大正期にかげ  

ての人口動向については特別の推訐作業が必要とされる。そこで，この期間の人口を明らかにする 

作業としてこれまでにも多くの試みがなされてき^。

. 明治 . 大正年間は明治維新とともに西欧文明が導入され，社会に大きな変革をもたらしたから，

明治中期には早くも産業革命を経験して，経済は飛躍的に発展をとげた時期であった。このような 

時期に人口か経済発展に対応してどのような反応を示し，どのような推移をたどったかは大いに興 

味のあるところである。西欧先進諸国が過去に経験した「人ロ転換丄.demographic transitionによれ 

ば, 経済が低水準で人口が多産多死という状態から, いま，経済が発展にむかうため の ある必要な 

刺激が加えられると死亡率はまもなく減少しはじめるが，出生率はしばらくこれまでの高 い 水 準 を 、

誰持しているために，多産少死に変わり，人口は急速に増大する。そして,なお経済が持続して発 

展ザると，死亡率は最低限に接近し，出生傘はタイム•ラグをもマて減退しはじめる。そこで経済 

は高水準に達し，人口は少産少死に転換するというのである。ふりかえってわが国をみるとき.,は

--- :~:~———r-r—~:-,--；---.. '
注（1 ) 明治年間の人口推訐についてはすでに数多くが試みられている。ここに文献リストを紹介しておこう。'

〔1〕 内_ 統計局r明洽5年以降我国の人口j 1930年 〔2〕 高茚秀磁「明治5年以降我国人口め推計」総理府統訃 

局 r統計局研究顧報1j 1950年 〔3〕 本多龍雄「明治維新前後からめわが国人口動態の洱吟味j 人口問題研究所*■人 

ロ問題研究年報』第6号，1961年 〔4〕 森田優三「明治年間に於ける我国人口墻加の一分析」《■人口墻加の分析』第8 
章，1944年 .’〔5〕 Morita, Y., "An Estimation on the Actual Birth-and Death-Ratea in the Early Meiji Period 

' of Japan/* Population Stndie9,Yo\, XVII, N o.1 ,July 1963. 〔6〕 岡崎陽一 r明洽初年以呼-大正9年に至る與女年'
齢別人ロ推計について」’人口間題研究所r人口問題研究j 1962年 〔7〕 安川正彬「わが国1890-1920年の出生数と，

総出生率(General Fertility R a te )の推計一 ^「人口転換j 法則との関迪によせて一」三田学会雑餘, 第55巻，第5:
号，1962年 〔8〕 安川正彬rわが国1890-1920年の出虫数と総出生率の推許（完 ~ ~ イシフルェシサ;死亡敎の考傲

 j 三田学会雑誌，第56卷，' 第8号，1963年 C93 Yasukawa, M„ "Eatimates 6f Annual Births and of the
General Fertility Rftt^ in Japan, 1890-1920.— —Derived by Projecting tho Census Population of 1920 Backwards 
"— : ’KeU> Economic Studies, Vol.1( 1963.
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明治 • 大正年間の人口推計；; 人Dgft能

たして西欧先進諸国が経験したのと同様のパ タ 一 ンで人ロが変動したかどうか は 種 々見解のわかれ 

るところであろう.。そうであれば，ここに明治•大正年間の人口動向を究明するための実証分析を 

仃なうことは，われわれの興味であるとともに，これまでの多くの推計結衆と比較するうえからも 

意義のある仕事セあると考えられる。 ’

' 2. 推計作業の方法と特徴

過去人口のなかでとくに明治期の人口を歸する方法としては大別してニ通りの方法が考えられ 

る。そ の 一 つ は 聰 年 (明治5年) の全国県分戸籍表にはじまる本籍人口をもとにして，調 細 れ を  

補正し，人口動雛計による出生数，死亡15：を加除することによって人口の年次系細を鎌するも 

のである。もうつは届出の出生数， 死亡数によらず， 1似0 年センサス人口のような正確な年齢 

別人ロを出発点として，推計期間の生命表からコ ー ホート（C0h0rt，同時出生集団）について生残處の 

逆数をセットし’ 人 0 の逆進推計を行なダ方法であg 今回の作業はこの第二の方法ロるもので 

狄この方法を雜率逆進推計法と呼んでいる。なお，この方法は，推 _間 の 死 亡 遍 が 正 確  

にとらえられていれば，届出の出生数や死亡数によらないで精度の高い推計がえられる点に大きな

また，今回の推計作業の特徴として，明治•大正年間にわたる人口の推計結果に次の四つの条件 

を満たすことを期待した。 ■'

1 明治初年の人口規模は3 5 0 0万の水準にあること

2* 死芒率はゆるやかに下降し，出生率はゆ幺やが^:上昇していること •

3 . 平均寿命は3 5歳の水準を下回らないとと

4 ごうした三'0 の条件を満たしたうえで，さらに出生性比が100の水準を割ることがないこと

まず⑴は，これまでの定説となっている明治初年人口の約350 0 万を支持したこと。⑵ け 経 済

の発展とともに死亡率が低下することはとくに麵は要しないと思われるが，出生率については，

苑展が開始される以前の経済•社会の状態と人口動向のいかんによっては, 類の初期に出生率が

増加するし とはありうると判断し，明治年間にはそれが検出されるだ ろ うと期待したこと。⑶は明

治初期の平均寿命が- 般にいわれているように, もし30歳以下とい5 ような非常に短かい平均寿命

であって，そのうえ短かい平均寿命が長期にわたって持続したとするならば，出生率:がよほど高い

水準になければ，_ 年間の人口増加が維持されなかったことになる。 し た が っ て,平均寿命はそ

れほど低い水準ではなかったと考えられること。⑷は人口推計の結果につ い て 人口学的な一つの有

注（2 ) 注1 に お け る文献の〔1〕〜〔3〕 は第7 ^ 法をとっており， 〔4ト 〔9〕 は第2 の方法をし て い

I 斧最も扒'期間を翻するものは，内_ 計局作成の1891-1898年を説ぶする第1晒命表 

2 と ■ 棚 - 18料年に至る期f明嫌丨财る死亡秩摩_ する資料はなんら残されていな^^^^^々の命 

S  て明治以降の死亡秩序を与夂るために，安川は「日本のモデル斗命軋を作成しパ（安川芷淤。rし の
モデル生_ 調 学 会 離 第 64卷，第5号，_ 年) 6 パ' い , , ■ •， を 讀 し た は 赃 彬 :日本の

—— 2 ( S 4 ) -----  ,

明^:大正年間の人ロ推計と人口動態

力なチェック項目である。

推計作業の手順

表 1 1 9 2 0 年第 1 回センサス人口 

男女年齢5 歳階級別——

3 - 1 総人口の推計

前節で述べた方法で推計作業を進めるには出発点となる基準人口と1868年 (明治元年）以降の生 

命表が必要になるが，今回の作業では基準人口として1920年七ンサス人口を，そして推計期間の 

死亡秩序を与えるものとして安川作成の「日本のモデル生命表j を用いた。この二つの素材を使用 

して椎計作業を行なうが，その手順を作業の流れにしたがって示せぼ次のようになる。

( 1 ) ま ず 1920年第 1 回センサス人口を男女年 

齢 5歳階級別にまとめて整理したものを用意 

す る （表 1 )。ただし 7 5 歳以上人口について 

は後に述べる理由ヒより一括してとりあつか 

うことにする。ここで5 歳階級にt とめたの 

は，モデル生命表が5歳ごとにまとめられて 

いるため，セツトされる生残率の逆数も5歳 

ごとにまとめたコーホートの5年間にわたる 

死亡秩序になるからである。 ’

< 2 ) 1865年以降1920年にいたる各5年間を説 

明する生残率の設定には前述したように「日 

本のモデル生命表」を使用するが， その際 

あらかじめ各5年間に対応する0歳平均余命 

(も) の水準をきめておかなければならない。

( i ) 既存生命表のなかから戦前を説明するものを抜き出して（表2) , そのんの値を年次 

系列値として使用し，これにゴンペルツ曲線をあてはめて推計期間の各5年間を説明する 

4 水準を決定する (図1)。 '

戦前，戦後を通じてんの推移をながめるとロジスティック曲線のような成長曲線のあて 

はめが考えられる•が，なおその動きについて細かくみると戦前はごくゆるやかな上昇を示 

すが終戦を境として急激な伸びをみせ，1947年以後はふたたびゆるやかな上昇をしている。 

これを終戦の年を変曲点としてみると非対称の5 字型成丧の型を示している，このような 

成長過程に曲線あてはめを行うならば，ゴンペルツ丨出線が妥当であると考えた。

ゴンペルツ曲線は yニkず {x\時間, j/: a:の従属変数) と書きあらわされるが， これを 

実際に時系列データにあてはめてパラメタ一をきめるには速続した3浒の等時間隔のデ一

計 女

総 数  
0— 4 
5— 9 

10-14 
15—19 
20—24

55,963,053 
7,457,715 
6,856,920 
6,101,567 
5,419,057 
4,609,310

28,044,185
3,752,627 
3,467,156 
3,089.t225 . 
2,749,022 
2,316,479=

27,918,868
3,705,088
3,389,764

■ 3^012,342 
2,670,035

■ 2,292,831

25—29 
30—34 
35—39 
40—44 
45—49

3,923,949
3,609,450
3,410,738
3,243,764
2,658,567

2,008,005 
1,833,443 

， 1,707,771 
1,640,254 
1,340,404

1,915,944
1,776,007
1,702,967,
1,603,510
1,318,163

50-54 
55—59 
60—64 
65—69 
70—74

2,234,762
1,840,093
1,655,805
1,312,537

896,618

1,122,240
912,085
803,033
614/479
399,540

1,112,522
928,008
852,772
698,058
497,078

75—79 
80以上

482,012 
* 250,189

198,253
90,169

283,759
160,020



明治•大正年間の人口推許と人口動態1

表 2 戦前を説明する既存坐命表のe0

説明期問 男 女

1891年〜1898年 内閣統計局笫1掘生命表 42.8 44.3

n 氷 島 改 作 生 命 表 35.29 36,86
a 松 浦 改 作 生 命 表 3?a 39-4

1899年〜1903年 内閣統計局第2回生命表 43.97 44.85

ff 水 岛 改 作 生 命 表 37‘80 38.20
H 松 浦 改 作 生 命 表 37.1 40,9

TL909年〜1913年 内閣統計局第3 固生命表 44.25 44,73
ff 水 島 改 作 生 命 表 40.22 40.80

1911年〜1912年- 松 浦 改 作 生 命 表 41.3 42.6

1921年〜：1925年 内開統計局第4 回生命表 42.06 43.20

1921年〜1922年 水 島 改 作 生 命 表 41.48 42.49

1923年 水 島 改 作 也 命 表 41.01 41,89

1924年〜1ぬ5年 水 島 改 作 坐 命 表 43‘50 45.01

1926年〜1930年 内IH1統計局第5 回生命表 44.82 46.54

1935年〜1936年 ‘内閣統計局第6回生命表 46.92 49.63

資料：1 • 水島治夫「わが国初期(统計局第1 〜4 回)生命表の改 
作j 民族衛生飨28卷第1号昭和 37年 1 月 

2 . 松浦公一「日本人の国調前生命表(統計局第1 〜3 回） 
の改作j 医学研究28 (7  ) ， 1958 

Matsuura,K-,Reformation of Japanese pre-census life 
tables *Kyushu Jour * Med * Sci .9»1958

図 i 年 次 別 % 水 ’準

 U— 一 _丨_̂ <______ I______ * ------i ..........• « ----- J—— m一-‘.…-「〜 ----- 1_ 一
1865 70 75 80 85 90 95 1900 05 10 15 20

4 ( S 6 )

5 3 1865年以降各年次の 

推計6。レベル

年次 9 i 女

1865 35.24 37.67
1870 35.48 37.76
1875 35.76 37.89
1880 36‘08 38.04
1885 36.45 38.25

1890 36.89 38.50

1895 37.40 •: 38.83

1900 37.99 39,24

1905 38.69 39‘78
1910 39.51 40*46
1915 40.47 41.35

1920 41.61 42.50
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表 4 1865年以降各5年間の5し

1865-
1870

1870-
1875

1875-
188Q

1880-
1885

1885-
1890

1890-
1895

1895-
1900

1900-
1905

1905-
1910

血 0- 
1915

1915-
1920

男子
h 35.36 35.62 35.92 36.27 36.67 37.14 3 プ.70 38.34 39.10 39.99 41.04

0
1

82,752
72,548

82,955
72,854

83,193
73,218

83,466
73,630

83,781
74,110

84,152
74,677

84,607
75,365

85,202
76,258

85,902
77,306

86,721
78,536

87,540
79,774

2 -4  
5- 9 

10 一 14 
15-19 
20-24

204,800
323,275
313,095
303,148
290,308

205,782
325,015
314,925
304,983
292,065

206,970
327,138
317,163
307,245
294,248

208,295 
329,478 
319,613 
309,698 
296,595

209,853 211,703 
332,263 335,565 
322*550 326,023 ; 
312,643 316,138 
299,418 302,780

213,917
339,490
330,128
320,235
306,705

216,762 220,095 
344(483 350,318 
335,310 341,378 
325,395 331,473 
311,645 317,500

224,036 228,020 
357,273 364,318 
348,623 355,973. 
338,700 346,038 
324,423 331,453

25-29
30-34
35-39
40-44
45-49

276,645
263,630
250,350
235,618
218,143

278,350
265/325
252,050
237,318
219,810

280,458
267,403
254,118
239,365
221,813

282,725 285,460 
269,650 272,358 
256,375 259,070 
241,620 244,288
224t035 226,653
；■ .'. ：

288,710
275,575
262,298
247,518
229,838

292,498
279,320
266,043
251,235
233,485

297,285
284,070
270/793
255,965
238,125

302,963 
289,690 
276,410 
261,550 
243,618

309,665
296,348
283,088
268,208
250,168

316,473
303,113
289,895
275*030
256,923

50-54
55-59
60-64
65-69
70-74

195,343
166,308
132,983
97,883
64,220

196,973
167,905
134,483
99,153
65,158

198,940
169,835
136^278
100,670
66,285

201,143
172,013
138,323
102,405
67,570

203,735
174,568
140,710
104,435
69,083

206,883
177,673
143,623：
106,915
70,933

210,495
181,260
147,013
109,815
73,103

215,050
185,718
151,180
113,373
75,763

220,475 226,955 
191,053 197,458 
156,190 162,228 
117,660 122,853 
78,980' 82,905

233,700
204,223
168,730
128,550
87,275

75-79
80-84
85-89
30-

35,460
15,128
4,648

995

36,045
15,408
4,743
1,018

36,745
15,740
4,853
1,045

37,545
16,125
4,985
1,075

38t490 
16,580 
5,140 
1,113

39,645 
17,135 
5,330 
1,158

41:005
17,793
5,558
1,213

42,668
18,590
5,830
1,278

44,690
19,570
6,170
1,358

47,173
20,775
6,585
1,455

49,968
22,150
7,075
1,580

女子
eo 37.72 37.83 37.97 38‘ 15 38.38 38.67 39.04 39.51 40.12 40.91 41.93

0
1

85,069
*75,980

85,167
76,124

85,286
76,293

85,447
76,525

85,650
76,819

85,902
77,182

86,224
77,645

86,644 
78,254

87,162
79,009

87,750 
79,931

88,513
81,122

2 -4
5 -9

10-14
15-19
20-24

215,336
340,438
329,260
317,053
301,075

215,789
341,228
330,058
317,820
301,805

216,299
342,125
331,015
318,778
302,715

217,008
343,373
332,308
320,038
303,925

217,916
344,955
333,943
321,645
305,453

219,029
346,918
335,985
323,648
307,370

220,451
349,428
338,610
326,245
309,870

222,318
352,685
341,980
329,543
313,035

224,658
356,813
346,290
333,783
317,078

227,627
362,003
351,673
339,058
322,138

231,470
368,755
358,698
345,975
328,780

"25-29 
30-34 
35-39 . 
40-44 
45-49

284,470
268,533
252,903
237,438
222,010

285,160
269,210
253,580
238,100
222,653

28^,038
270,070
254,430
238,948
223,505

287,223
271,245
255,593
240,103
224,655

288,683
272,680
257,013
241,503
226,040

290,540
274,520
258,843
243,293
227,815

292,965
276,915
261,210
245,640
230,145

296,035
279,933
264,198
248,608
233,110

299,965
283,843
268,073
252,440
236,928

304^960
2'88,863
273,060
257,380
241,848

311,523
295,483
279,643
263,905
248,360

50-54
55-59
60-64
€5-69
70-74

205,335
.185,185
160,088
128,498
92,180

205,948
185,768
160,638
129,000
92,603

206,805 
186,613 
161,443 

. 129,725 
93,198

207,935
187,705
162,480
130,630
93,985

209,285
189,005
163,715
131,795
94,923

211,043
190,718
165,350
133,290
96,173

213,338
192,938
167,453
135,200
97,765

216,273
195,795
170,183
137,703
99,858

220,050 
199,478 
173,708 
140,933 
102,568

224,910 231,350 
204,205 210,473 
178,215 184,220 
145,063 150,593 
106,050 110,728

75-79 
編 4 
85-89 
90”

55,335 
25,668 

' 9 (085 
2,268

55,658
25,868
9,168
2,290

56,098
26,135
9,280
2,323

56,690
26,495
9,428
2,365

57,395
26,930
9,613
2,418

58,338
27,510
9,858
2,488

59,543
28,255
10,173
2,578

61,130 
29,245 
10,593 
2,700

63,170 
\ 30,495 

11,128 
2,855

65,583
31,800
11,703
3,030

68,845
33,580
12,490
3,270

法：’各各。水維は表3の各5年ごとの平均をとった£
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表 51865年以降各5年間を説明する生残率の逆数/ 5し \
\5L* + 5 ノ

1865-
1870

1870-
1875

1875-
1880

1880-
1885

1885-
1890

1890-
1895

1895-
1900

1900-
1905

1905-
1910

1910-
1915

1915-
1920
.一

畀子 

5- 9 1.1139 1.1125 1.1108 1.1090 1.W68 1.1042 1.1013 1.0979 1.0942 1.0896 1.0851

10-14 1,0325 1.0320 1.0315 1.0309 1.0301 1.0293 1.0284 1.0274 1.0262 1.0248 1,0234

15-19 1.0328 1.0326 1.0323 1.0320 1.0317 1.0313 1.0309 1.0305 1.0299 1.0293 1.0287

20-24 3,0442 1.0442 1.0442 1.0442 1.0442 1.0441 1.0441 L0441 1.0440 1.0440 1.0440!

25-29 1.0494 1.0493 1.0492 1.0491 1.0489 1.0487 1.0486 1.0483 1.0480 1.0477 1.0475

30-34 3,0494 1.0491 1.0488 1.0485 1.0481 1.0477 1.0472 1.0465 1.0458 1.0449 1.0441

35-39 1.0530 1,0527 1,0523 1.0518 1.0513 1.0506 1.0499 1.0490 1.0480 1.0468 1.0456

40-44 3,0625 1.0621 1.0616 1.0611 1,0605 1.0597 1,0589 1.0579 1,0568 1.0555 1.0540

45-49 *1.0801 1.0797 1.0791 1.0785 1.0778 1.0769 1.0760 1.0749 1.0736 1.0721 1.0705

50-54 1.1167 1.1159 1.1伽 1.1138 1.1125 1*1110 1.1092 1.1073 1.1050 1.1023 1.0994

55-59 1.1746 1.1731 1.1714 1.1693 1.1671 1.1644 1*1613 1J579 1.1540 1.1494 1.1443：

60-64 1.2506 1.2485 1,2462 1.2436 1*2406 1.2371 1.2330 1.2285 1.2232 1.2172 1.2104

65-69 1.3586 1.3563 1.3537 1.3507 1*3473 1.3433 1,3387 1.3335 1.3275 1.3205 1.312&

70-74 1.5242 1.5217 1.5187 1.5155 1.5117 1.5073 1.5022 1.4964 1.4897 1.4819 1.472決

女了： 

5- 9 1.0999 1.0979 1.0953 1.0920 1.0877 1.1056" 1.1051 1.1045 1.1037 1.1027 1.101S

10-14 1,0319 1.0313 1.0304 • 1.0294 -1.0280 1.0339 1.0338 1.0336 1.0333 1.0330 1.0325-

15-19 1.0379 1.0377 1.0375 1,0372 1.03 紐 1.0385 1.0385 1.0384 1.0383 1.0382 1.0381

20-24 1.0528 1.0527 1.0527 1.0525 1.0523 1.0531 1.0531 1.0531 1.0530 1.0530 1,0530'

25-29 1.0577 1.0574 1.0570 1.0563 1.0554 1.0584 1.0584 1.0583 1.0581 1.0581 1.05791

30-34 1.0580 1.0575 1.0568 1*0557 1.0543 1.0593 1.0592 1.0591 1.0589 1.0587 1.0584

35-39 1.0601 1.0596 1.0588 1.0579 1.0566 1.0618 1.0616 1.0615 1.0612 1.0610 1.0606

40-44 1.0634 1*0627 1.0619 1.0609 1.0596 1.0651 1.0650 1.0648 1*0645 1.0642 1.0639

45-49 1.0673 1.0665 1.0655 1,0642 1.0626 1.0695 1.0694 ' 1.0691 1.0688 1.0(584 1,0680

50-54 1.0788 1.0779 1.0767 1.0753 1.0735 1.0812 L0811 1,0808 1.0804 1*0801 1.0795

55-59 1.1057 1.1046 1.1031 1.1014 L0992 1.1088 L1086 1.1082 1.1078 1.1073 1.1066

60-64 1.1522 1J505 1.1484 1.1458 1.1425 1.1568 1.1564 1.1559 1•1552 L1545 L1534,

6C-69 12386 1.2359 1.2326 1.2285 1.2233 1.2458 1.2453 1.2445 1,2434 1.2422 1.2405

70-74 1.3829 1.3790 1.3740 1.3679 1.3600 1,3940 1.3930, 1.3919. 1,3903 1.3884 1,3859
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ベ : _ 明治•大正年間の人口推計と人口動態

タが必要であるe そこで上記の選び出されたんの実績値を使用して補間法により1895
⑷

〜1942年の毎年のもを推定し，これを使用して曲線のあてはめを行なった。

そのあてはめの結果は次のとおりである。

男子 ： y = 3 3 . 6 8 8 5 8 9 X 1 .110175191 02853”

’ 女子：
(5 )

との式を使用し各年次のh 水準を推計した結果は表3 のとおりである。

(U ) ( i ) で決定した各年次のも水準を用いて各5 年間を説明するe•。水準をきめ，それに

対応した一連の5歳階級別死亡率U J .を .1*日本のモデル生命表」からとり出し， 生残率
( 6 )

を計算す名ためのムをとり出して整理したものが表4 である6 -：t

*' ( i i i ) 表 4 め b U を使甩して一速の生残率の逆数を計算し整理したものが表5 である。 '

( 3 ) ( 1 丨の5歳階級別センサ'ス人ロと⑵の(也）で用意した生残率の逆数を使用して，次式により順 

ド次さかのぼって 5年毎の人口を推計する。 '

t (5pX sP*+s)<+5Xl i f e r ) H +5
ト. ( s P , ) ^ 年 次 e の a；〜ぉ+ 4 歳人口， ，へ ，，

^  ( _ i - V  : 年 次 卜 t + 5 を説明する生残率の逆数（表 5 )
\ 山龙+5 ノ 卜 ^

⑷高年齢部分の処理

高年齢については，明治 • 大正年間の年齢分布にあまり変化がないものとして，ごの期間には 

総人口に対する高年齢人口の割合は一定であるとした。つまりこの期間では次の式か成り立'0 も 

のとした。

P  GP7o)<= « » ( 7oPo)i, « = constant

(+P 75)<= ^ * (75Po)t,' /?=constant 

S . (5P7。)パ 年 次 f の 7 0 ~ 7 4歳人口 ’

^ U P 。)パ 年次艺 の 0 — 6 9 歳人口 *

( ,Prs)t： 年次 t の々5 歳以上人口 了-

(75P0) , : 年次（の 0〜7 4 歳人口 ：ベ• - . . .

注（4 ) 使用した生命表は次のとおりである。
内閣統計局笫3 - 6 回生命表 "

水 島 改 作 生 命 表

执 を 説 の 値 が あ る 場 合 は そ の 乎 均 値 を と り ，最終的匕は1 0個の値を実擠値として使用し残りの

^ 次 そ れ を . 涵 り ，̂  _ — と，ますますその差がひ、 

上 ふ 、，。 がゎかるA して，! • 水, が低くなると，レ 40の■ . ( 服〜 20年；) を摸にレて,それ以前の敗續

の系列は細}職によって箅出した• 、

 7 ( S 9 ) -------
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明治•大正年間の人口推計と人口動態
' . . . , パ -....''..' •

ただし実際の作業に使用したa，/3の値は 1920年センサス人口から計算したもので次のと 

おりである。

/_sP7o\ 男の a=0. 01461 
\7oPo / 1920 女の 0；ニ0. 01843

男 の /3=0. 01039 
\V5Po /1920 女の /3~0. 01615

3 - 2 出生数と出生率の直接推計

出生数推計も総人口推計と基本の方法は同じであるが，実際の作業にあたっての相違点は総人口 

推計のばあいには， 5歳喈級別のグルーブをとりあつかったのに対して• 出生数推計では，各歳別 

のグループであつかわれることである。すなわち，1865年の出生数を推計するには，1920年 55歳 

人口と 1部5 年出生のコーホートの18邱 年 以 降 1920年にいたる期間の生残率が必要とされる。 

また，1870年の出生数推計には，192p年 50歳人口と1870年出生のコーホートの1870年以降1920 

年にいたる期間の生残率が必要である。

そこで使用される素材は1920年の各歳別人ロと各5年間を説明する死亡秩序であるが，これも 

作業の流れにしたがって手順を示せば次のように進められる。

⑴ 1920年センサスからは各歳別人ロがえられるから， 各年次ごとの出生数を推計することは 

不可能ではないが，作業が煩雑になるのでここでは省略して5 年ごとの出生数推計にとどめ 

.た。そこ■セ 1920,年センサス人口から0歳，. 5歳，.■ ‘….とV、う具合tこ.5,の倍数の年齢の人口を

用意した（表6 )。これは「日本のモデル生命表」が 5歳階 

級でまとめられたものであるからである。したがって， 

1920年の0 歳， 5歳……，55歳をもとにして1865年以降 

5年ごとの出生数が推計されることになる。

( 2 ) 次 に 1865年以降の生残率の逆数を用意しなければなら 

ないが，上記のモデル生命表ではが与えられているO 

で，これを各歳別の生存数山パこもどす必要がある。そこ 

で, 山, は生命表の lx から算出されるので次の式を使用し 

て山，の系列を設定した。 

i L o ~  0 .3 io +0.7^1

i L i — 0. 4?i +  0. 6l2

iL*=0.9U-0.1し”  ( » = 5 , 10, •••**•, 55)

( 3 ) ⑵で算出された山* を使用し山 ,/山,+6の系列を算出し下の様式で出生数を推計する。

表 6 1920年の0 歳，5 歳，…，55歳人口 
(1920年センサス人口）

年齡 計 女

0 1,877,543 945,066 932,477

5 1,372,928 693,097 679,831
10 1,282,875 647,926 634,949
15 1,082,026 548,173 533,853

20 1,002,757 507,656 495,101

25 854,425 437,897 416,528
30 739,341 378,262 361,079
35 674,709 340,166 334,543
40 644,026 324,853 319,173
45 583,875 294,835 289,040
50 421,494 212,305 209,189
55 459,314 228,975 230,339

ことで、

8 ( 9 0 )
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明治•大正年間の人口推計と人口動態 

rB,865 は 1864.10.1〜1865.10.1の出生数 

(iP55)i92o は 1920.10.1の 55 歳人口 . 

は 1865年の0 歳生存率の逆数 

1\は生命表の1歳生存数 

は 015〜1920年を説明する50歳と55歳の生残率の逆数，以下同様v  

ただし，山。=0.3し+0.7ハ 

iLi=0.4Zi+0.6；2

l i 1
Po —-I- = 1 —<?0

表 7 は上記の手順様式の夫々の個所に⑴，⑵で用意した数値をあてはめて出生数の計算をした結 

果を示したものである。 

以上の要領で出生数が推計されるから，対応年次の総人口でこの推計結果を割れば出生率が計算 

される。.この作業では総人口，出生数とも1865年以降5年おきに推計されているので，出生率も 

1865年以降5年おきに推計されることになる。; ' >i
3 - 3 死亡数と死亡率の間接推計 ’

人口増加は人口移動を別にすれば，出生と死亡の差にもとめられる。 したがって死亡数は出生数 

と増加数との差である。いまこの作業では総人口と出生数が5 年おきに推計されているから次の要. 

領で死亡数と死亡率を推計することができるc 

1865年と 1870年の二つの人口から， 1865年の増加数に5 年間の年平均をあてれば，二つの年 

次の人口差の5 分の 1 が 1865年の増加数になる。 したがって，これを 1865年の出生数から差引 

1 け ば 1865年の死亡数が推計される。出生率と同様にこの死亡数を総人口で割れば死亡率が計算さ 

!： れる/ この要領で各5年ごとの総人ロと出生数を使用して各5 年ごとの死亡数と死亡率が推計され 

る。この作業からいえることはゴンペルツ曲線にしたがった“の時系列推計の経過から死亡率が 

下降傾向をたどることが予定されることである。， 

なおこの方法は，出生数をもとに総人口からの増加数を媒介にして死亡数の間接推計を行なった 

! のであるが，次節に述べる方法によれば死亡率推計のための死亡数が直接にもとめられる。
i ■
, ' _ . -

3 - 4 死亡数と死亡苹の直接推計

’ 前節までの作業は人口の逆進推計法によって明治• 大正年間の人口を推計し,また同様の方法を 

レ用いて出生数および出生率を推計した :のであるが，とこで後に•述べる 1Q70年の出生率を西検討す . 

； . • ることを目的にして明治• 大正年間の死亡数を直接に推計する方法を試みた。すなわち，推計期間，

•. 一-™ -10 ( 92 }  一 一  一
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表 1 出生数の推計

く男子〉

生残率の逆数 推計出生数-

し 山■) 19201* " : ： 、

1865=228>975X1.1241X1.0869X1.0652X1.0531X1.0476X1.0495X1.0496X1.0399XL0272X1.0364X1,1484X1.3293-610i957'

B i870=212,305X1.0808X1.0638X1.0520X1.0468Xl.0473X1.0495Xl.0399X1.0267X1.0358X1.1469X 1.3270 

B ,875=294,835X1.0663X1.0507X1.0459X1,0467X1.0495X1.0398X1.0261X1.0351X1.1449X1.3219 

B 1880=-324,853X1.0493X1.0448 X 1.0462 X 1.0495 X 1.0398X1.0255 X 1.0343 X 1.1429 X 1.3160 

B 18g5=340,166 X 1.0437 X 1.0455 X 1.0493 X 1.0398 X 1.0248 X 1.0333 X 1.1403 X 1.309 2 

,890=378,262 X 1.0383 X 1.0493 X 1.0349 X 1.0241 X 1.0323 X 1.1373 X 1,3016 

1895=437,897 X 1.0557X 1.0397 X 1.0275 X 1.0309 X 1.1341X 1.2927 

19oo= 507,656 X 1.0397 X 1.0221 X 1.0302 X 1.1307 X 1.2819 

1905=548,173 X 1.0210 X 1.0281 X 1.1262 X 1.2681 

19i0=647,926X1.0268X1.1214X1.2522 

]915=693,097X1.1160X1.0985

= 498,273'

:630,652: 

:646,99(F 

=638,593- 

=672,472- 

=735,995-

ニ 801,01V

-817,179- 

=927,795- 

=948.350'

ぐ女子》

B 1865=230,339 X 1.0863 X 1.0681 X 1.0638 X 1.0615 X 1.0588 X 1.0579 X 1.0582 X 1.0491 X 1,0309 X 1.0373 X I .1383 X 1.2721: 

B 1870=209,189 X 1.0663 X 1.0626 X 1,0608 X 1.0583 X 1：0575 X 1.0581 X 1.0490 X 1.0309 X 1.0370 X 1.1377 X 1.2711 

B im  =289,040X 1.0611 X 1.0599 X 1.0575 X 1.0572 X 1.0563 X 1.0491 X 1.0307X 1.0366X 1.1373X 1.2689 1

B ,880=319,173X1.0587X1.0565X1.0564X1.0577X1.0506X1.0305X1.0362X1.1367X1.2661 

B I8g5=334,543X1.0552X1.0554X1.0576X1.0489X1.0302Xl.0356X1.1358X1.2625 

B ]890=361,079 X 1.0538X 1.0571 X 1.0489 X 1.0299 X 1.0348X 1.1348X 1.2579

B 1895=416,528 X 1.0535 X 1.0489 X 1.0294 X 1.0339 X 1.1335 X 1.2522 :

B 1900=495,101X 1.0519 X 1.0289 X 1.0327 X 1,1318 X 1.2450

B 1905 -533,853 X 1.0280 X 1.0313 X 1.1295 X 1.2358 :

B 19 to=634,949 X 1.0298 X 1.1254 X 1.2246 

B 19l5 =679,831X1,1202X1.2121

:581,130' 

:482,528: 

:621,288, 

:642,28屮 

:631,177 

:640,630* 

:695,547' 

:774,943: 

=787,161 

=896,918- 

=917,767

11(93)
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明治•大正年間の人口推計と人口動態 

の各年次の死亡秩序が与えられるならば，すでにもとめられている各年次の推f |•人口にこれを乘じ 

て死亡数が計算される。以下にその作業の大要を示そう  ̂

各年次の死亡秩序を表わす生命表には略がしるさ^ ているが，本来，生命表を作成するにあた 

っては, 死亡確率をあらわす中央死亡率m x から也が計算される „ この氣 は生命表関数のd x 

.と s L ,から次のように示される。

爲

ごこで，f は上式のd x を実際人口の5歳 階 級 別 死 亡 数 に ， 山，を実際人口の5歳階級別 

人口 5卩，におきかえた f にほぼ等しいと仮定すれば，次の式がなりたつことになる。 

sD ^ ^ sW xX sP * 

すなわち，各年次の5歳 階 級 別 人 ロ あ に 5队を乗ずれば，各年次の5 歳階級別死亡数瓜が計 

算されることになる。このを年齢によって合計すれば各年次の総死亡数がもとめられる。 

衾 8 は，3- 1 のゴンペルツ曲線により推定した各年次のん水準に対応した生命表を作成し，そ 

のながの ‘ とムを用いて計箅した氣 の系列である。 ' 

このようにして計算された各年次の総死亡数を総人口で割れば死亡率が推計される。 

3 - 5 出生数と出生率の間接推計

3 - 3 で死亡数を出生数から間接推許したのと同様に， 3 - 4 で計算された死亡数を増加数に加え 

れば出生数の間接推計がえられる。その結果を総人口で割れば出生率がもとめられる。この推計作 

業は， 3 - 2 でもとめた出生数と出生率のうち，1870年の推計値が他の年次のそれとくらベて異常 

に小さく計算されたことに注目し，これを西検討することを目的として行なわれたものであるが， 

この結果と3 - 2 でえられた結果がどこまで一致するかにより一つの検証を試みることにした。結 

果は後の4 でも述べるが，よく一致しているととが確かめられた。

4 . 推計結果の概要• «
表 9 は 3 に述べた手順にしたがい計算した結果の一覧であるが，これを他の推計結果とも比較し 

ながら検討してみよう。 ，

( 1 ) 総人P についてみると，叨治初年(1868年) の人ロは3489万と推訐され，四つの条件の⑴を淌 

足する値といえよう。この推計によれば, わが国人口が4000万を越えたのは1880年代後期と 

みられ，その後の増加により1910年を過ぎて5000万に達したとみられる。これを他の推計結 

‘ 果とくらベれば表1 0 ,図 2 のとおりであるが，今冋の結果は明治初期において岡崎推計〔6〕と 

公表推計〔1〕の中間に位置する値となった。また，1880年代，1890年代では図2 にのせた三 

つの推針値（新推計，岡崎推計，公表推計）が互に上下して交叉している。 その後 1900年から 

12(94)
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明治•大正年間の人口推計と人口動態

表 B 5歳階級別死亡率（5心）の 年 次 系 列 -

1865 1870 1875 1880 1885 1890 1895 1900 1905 1910 19)5 1920

く奶子〉 

e0 35.24 35.48 35.76 36.08 36.45 36.89 37.40 37.99 38.69 39.51 40.47 41.61

0- 4 •0954 .0942 • 0927 ,0911 • 0892 • 0869 •0844 .0813 •0775 •0732 • 0686 •0637.
5- 9 .0075 ,0074 .0073 .0072 .0070 .0069 .0066 .0064 .0062 .0059 .0056 .0053;

10-14 .0053 .0053 ‘0052 .0051 • 0050 • 0048 .0047 ,0045 • 0043 ,0041 • 0039 .0037*
15-19 .0076 • 0076 .0076 ,0076 .0076 .0076 .0076 ,0076 • 0076 .0076 •0076 ,0076.
20-24 .0097 ♦ 0097 .0097 .0097 • 0097 .0097- •0097 .0097 .0097 .0097 ‘ 0097 .0097

25-29 .0096 .0095 .0095 .0095 .0094 •0094 .0093 .0092 •0091. .0090 .0089 .008T

30-34 .0097 .0097 ,0096 .0095 ,0095 .0094 ,0092 .0091 .0090 .0088 .00 き 6 •0084
35-39 •0110 .0110 .0109 -0108 •0107 •0105 •0104 • 0102 • 0100 ‘ 0098 .0095 •0093
40-44 •0134 • 0133 • 0132 .0131 .0130 .0129 •0127 ♦0126 • 0123 • 0121 .0119 •011&

45-49 •0177 •0176 ,0175 .0174 • .0173 •0171 • 0169 .0167 -0165 • 0162 .0158 .0155.

50-54 .0271 .0269 .0266 .0264 •0261 •0257 .0253 • 0248 K0243 *0237 .0229 ,0221：

55-59 • 0383 .0380 • 0377 .0373 •0368 • 0363 •0358 • 0351 .0344 .0335 • 0325 .0314-

60-64 *0527 .0524 .0520 • 0—516 ；0511 .0505 .0499 .0491 ' ‘ 0483 • 0473 .0461 .044&

65-69 •0722 • 0719 •0716 .0712 •0707 • 0702 .0695- .0689 • 0680 • 0671 .0660 .064?

70-74 •1000 . • 099ケ .0993 .0989 .0985 • 0979 •0973 .0966 .0957 • 0947 .0936 • 0923；

75- .1715 • 1713 .1710 • 1706 .1702 • 1698 • 1692 .1687 • 1680 • 1673 .1664 • 1654

く女子〉 

e0 37.67 37.76 37.89 38.04 38.25 38.50 38.83 39.24 39.78 40.46 41.35 42.50)

0- 4 • 0816 .0811 '.0805 .0798 .0788 .0777 •0761 .0742 .0718 .0688 •0651 •0604-

5- 9 • 0076 .0075 .0075 • 0074 ■ 0073 • 0072 •0071 • 0069 .0067 • 0064 *0061 • 0057*

10-14 • 0058 .0058 ; .0058 .0057 • 0057 .0057 ,0056 *0056 .0055 ,0054 .0053 • 0051.

15-19 .0094 .0094 : .0094 • 0094 .0094 .0094 *0094 .0094 .0094 • 0094 .0094 .0093：

20-24 ,0114 .0113 • 0113 .0113 .0113 •0113 •0113 • 0112 .0112 .0112 •0111 .0110.

25-29 .0114 .0114 • 0113 .0113 -0113 .0112 .0112 ,0111 • 0111 • 0109 •0106 .0103:

30-34 .0117 -0117 ,0116 • 0116 .0116 .0115 •0114 ,0113 .0112 ‘ 0110 .0108 .0106.

35-39 .0123 *0123 . .0122 .0122 • 0122 .0121 ‘ 0120 *0119 •0118 • 0117 .0115 .0112;

40«44 .0130 • 0130 .0129 • 0129 .0128 • 0128 .0126 ‘ 0125 .0124 • 0122 .0120 .0117

45-49 .0140 .0139 .0139 *0138 ,0138 .0137 -0135 .0134 .0132 • 0130 .0127 .0123,

50-54 .0175 .0174 .0174 • 0173 ,0173 • 0172 .0170 • 0169 .0167 • 0165 .0162 .0158.

55-59 • 0242 • 0242 • 0241 • 0240 • 0239 • 0238 •0236 .0234 • 0231 .0228 *0224 ‘ 0218,

60-64 ,0348 ■ 0347 • 0346 .0345 *0343 •0341- .0339 ■ 0336 -0332 • 0328 .0322 .0314

65-69 .0551 • 0550 ,0549 .0547 ‘ 0545 • 0542 •0538 • 0534 •0528 ,0520 •0511 .0499-

70-74 • 0809 •0807 .0806 . ‘0804 ,0801 .0798 .0793 • 0788 •0781 .0772 •0761 ,0747

75- *1594 •1592 ； • 1589 • 1585 .1580 • 1573 *1565 .1555 *1542 .1533 .1526 • 1516

13 ( 55 ) -----
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33,878 
35,929 
37,容69 
40,072 
41,813 
44,270 
47,220 
50,254 
54,142 
57,234

1865 34,361 | ■ *
1870 35,243 36,288
1875 36,391 37,198
1880 38,036 38,166
1885 39,493 39,245
1890 40,871 40,353
1895 42,316 41,789
.1900 44,232 43,785
1905 46,667 46,257
1910 49,487 49,066
1915 52,795 52,500
1920 55,963 55,450

1 9 2 0 年 （大 正 9 年 ）以 前 の 総 ；̂  ロの推移

明治•大正年間の人口推計と人口動態

. 表 16 1 於P年以前の総人口推計の比較

; ”  （単位午人)
• 年 次 ノ 新 推 計 ..一岡崎推tl* 公表推計本籍人口

，メ

( 万)

5.000

1865
+ {

夕.

70 75
-J________ j _________ 1_________ I________ i ■•
80 rfb 90 95 1900 05 10 15 —~~1920"

年次

15(97)
.-Vパパ-

新 推 計  

岡崎推計 

公表推計人口 

本籍人口

3 1
6

6 4
9

3 1
3

9 0
2

5 5
7

8 4
7

6 2
0

18
4

75
2

4 7
3
 

3 5
3 6
3 8
3 9
4 1
4 3
4 6
，

4 9
’

5 2
,

5 5
’



<51 fS … .
( 5—9 ) 3>1.1

(■10—14) 3 2 ,1
(15-19) 3 0 .5
(20-24) 2 9 .2
(25—29) 2 9 .7
(30—34) 32. 6
(35-39) 32. 2
(40-44) 3 5 .0
fi^*5) 3 4 .9
C6 —lb) 3 4 ,6

34.69
27.83 
34.40 
33.90 
32.15 
32.13
33.83 
35.63 
34.38 
36.87 
35.35 
38.12

公表侦のうち1900年以前は森田氏の修正 
( 注 1 の 文 献 C 4 〕）による。

普 通 出 生 率 の 推 移

明治•大达年間の人口摧計と人口動態

表 1 1 1920年以前の出生率推計の比較
( 人口千対）

*5^ 新 推 計 岡 崎 推 計 森 田 推 計 公 表 値

新 推 計  
岡崎推計 
森田推計 
公 表 値

図 3

1865 70 75 80 85 90 95 1900 05 10 15 20 25 30 35 40 ■ギ次

—— 16(98 ) —
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3
 

3

1865
1870
1875

1885
1890
1895
1900

1910
1915

W

30

出

生

率

(

人
口
千
対

)

( 5 - 9 )

d o - 1 4 )  2 * 3 1 7  

( 1 5 - 1 9 )  2 3 . 3  

( 2 0 - 2 4 )  2 2 , 8  

( 2 5 —2 9 ) 2 2  . 7  

( 3 0 - 3 - 1 )  2 3 . 1  

( 3 5 - 3 9 )  2 3  . 0  

(4 0 —-14) 2 3 . 1

U - 5 )  2 2 . 9  

(6 —10) 22,6

1865 29.56
1870 21.32
1875 25.36
1880 26.24
1885 25.17
1890 25.06
1895 24.77
1900 24,62
1905 . 22.29
1910 23.50
1915 23.35
1920 24.63

表 1 2 1犯0年以前の死亡率推訐の比較

... ン：… ' ( 人口千対〉.
年 次 新 推 計 岡 崎 推 計 森 til推 計 公 表

公m 侦のうち i9oo ■年以前は森丨i i氏の修正 
( 沈 1 の文献〔4 〕）による。

普 通 死 亡 率 の 推 移因 4

_明治，大|E年間の人口推訐と人口動態
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_ 治 •大正年間の人口推針とk ロ動態

1920年にいたる期間において三つの推計にはほとんど羞がなし、が， 今回の推計が他のニつに 

くらべてほんのわずか大きくなっていることがわかる。この明治初期から中期にわたる期問の 

それぞれの差は推計時に設定された死亡秩序の差に起因している々いうことができよう。

( 2 ) 出生率の動向’についてみると，1S70年は別にして1865年の人口千対34.69にはじまり，

5 年ごとの推計であるための上下はあるにせよ，全体的な傾向としてはゆるやかな上昇をして， 

1920年 の 38.1 2へとつながっている（表11，図3 )。 これも四つの条件の⑵を満记しているも 

のといえよう。 これに対し岡崎推計によれば， 人丨:丨千対35の線を上下しながら横ばいの傾向 

を示している。また森田推計〔4〕によれば，1900年以前においては人口千対 30の線を上下し

図 5 出生率*死亡率の庶接推計と間接推計の比較

例 ;? ^ : _ y ■•穴:^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 郄 般 沒 織 -繼 .及職?深鄉與豕

明治.大正年間の人ロ推計と人口動態 

' サこと思われ，その後上昇傾向に転じて1920年に36のピークを示したと思われる6 この三つの 

推計を概観して岡崎推訐を,横ぱい傾向，森田推計を低位よりの上畀傾丨りとするならば，今回の 

推計は二つの推計値の中間をぬってゆるやかな上昇傾向を示すものということができよう。

また， 3 -  5 で述べた間接推計との比較をすれば（図5 ) ， 1865年， 1870年，1905年をのぞ 

;いた他の平次ではほとんど一致した結染になった。1905年の3fd離は日露戦乎の影響とみられ 

るが，1870年の落ちこみについては，1呢0年 50 歳人口を趣礎とするかぎりはこのような給來 

があらわれる。そこで，後の 5 で述べるような検討を行ない，新たに修正をほどこすことにレ 

た。

t⑶さらに死亡率の動向をみると，図 4 でみるように，1865年-の人口千対25. 45を出発点として 

1880印-までごくわずか上昇してはいるが，全体的にみれば幽初の予想どおりゆるやかな下降 

•傾向を示している。 また， 出生数から計算された間接推計の結果とくらべると（図5) ， 1865 

.年，1870年，1905年を除いてこれも出生率の場合と同様にほぼ一致していることかわかる。

|間接推計の結果における5年ごとの上下は，出生数から推計しているために，出生窣の上下を 

.そのまま反映していることが理解される。

: また死亡率の動向を岡崎_ 計でみるならば，図 4 にみるとおり，人ロ千.対 30の線を.こえる高 

'い値からかなり急激に下降して1920年にいたったことになる。また，森田推計によれば，人 

，ロ千対22〜2 3 の線を推移してほとんど横ばい状態ともいえる傾向を示している。これら三つ 

•の推計による大きな相違は推計過程における死亡秩序の設定に起因するものであるということ 

ができよう（表1 ? ,図4)。

f⑷なお年次別ぶ。水準の設定の結果では1廳年について男子 35. 3 3 ,女子 37. 7 2 といずれも当 

初の条件をみたす値をとったといえよう。 すでに3-1 の図1 でみたように， ゴンペルッ叫線 

のあてはめによる推定によれば，男女とも 1900年頃までは■ごくゆるやかな伸びしかみせず， 

1900年をこえてからわずかな上昇耷示し，そしてもに急激な伸びがあったのはI 9 2 5年頃から

以降のことであったといえよう。

;以 上 4 において設けた四つの条件に照らしながら結果をながめてみたが，いずれの条件をも満 

'足するものであったことがわかる。しかし，全体的な最終チ* ックとしての出生性比をみると表9 

でみたように，いずれの年次においてもすくなくとも100をこえる値であり，当初の目檩どおり 

>102〜105の付近の値であもことを確かめることかできた。

5. 1865年と 1870年の出生率の修正 .

‘4 でみたように,推計された結果はいずれも初めに設けた四つの条件を满たすものであったが，" 

:ただーつ 1 8 7 0 年の出生率の興常に低い値は,死亡率からもとめた間按推計との比較検討の結來參 

. —■— 19 (J 0 1 )一一-



1865 年 1,076,735 
1870 年 1,088,929 

(1875 印 1,276, 715

207, 553 207, 278

235,486 232,472

300, 299 295,127)

1865 ^  1,037,079

1870 年 1,118,942 
(1875 牢 1,240,484

表1 5 1865平，1870华の出生数, 出生.率 

の修正値
  Jl ■ - ' ' ' ' 丨 ，:_” ■■■■ ■ 1 11 ：" 丨丨

丨 丨 性 数 IU也率 
(人I斤対）

表丨6 5歳階級別人ロを用いた場合の 

1865年，•1870年の修正値

出生数 出生难

人 Oを平均して55歳入ロを推計した。 その結果を男女- 

別に示せば表1 4 のように示される。なお，間接推計と 

の比較の都合上，45歳人ロについても同じ方法で計算を- 

した。

この値に3 - 3 で設走した生残率の逆数をかけて1ぬ5> 

年，1870年の出坐数を計箅し，総人ロで割って出也率を. 

計算-した結果が! ^ 1 5である。

これを図5 でみると 1870年の極端な落ちこみが修正 

され，むしろ間接推計に近い励向を示すことがわかった&

なお，1920年 50歳人丨:丨および5 5歳人口の修正値の 

計算のもう1つの方法として，表 1 にしめされている5 

歳階級別人P を用し、る方法がある: す.なわち，45〜49歳 

- 20(蝴 ——
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JHされる必要があるととが判明した。 1,870年の出生数は1920年の 50歳人P を出発点f c して逆進 

推計されるので，この 5 0 歳人ロに洱び注目して次のような検討を行なった。

1920年センサスの各歳別人ロのうち 45 歳 か ら 59 歳までの人口をぬき出しで詳細に検討すると

咖 ，興 女 と も 49, 50, 5 1 歳 の 人 口 が 紙 47, 4 8 表 ば 觸 年 年 齡 別 人 口 ⑷ 〜 59歳）

歲の人口にくらべて小さくなっている。 なかで i と く に 丨 可 一 j … 1 — 1 出 生 時 1：

5 0歳人口は興常に小さくしめされている。そ れ に 対 し T " —肌 8 3 5 、 289>04「 ‘ 8 |； 75 .

て 5 2 歳 人 1:1は逆に大きくしめされている。ここで， そ 46 284>428 280,639 7 1 8 7 4
47 275,922 273,052 6 1873

れぞれの出生年をみると，4 8歳人口は 1872年(明治5 年） 48 255*836 250,014 5 1 8 7 2

^  , t , . 49 229,383 225,418 4 1871
生まれ，50歳 人 口 は 1870年 （明治3年）生まれ，52歳 人 50 2]9 , 05 209>189 3 1870

「丨は1868年 （明治元年）生まれである。 1870年 は 2年 前 5 1 2 2 4 1716 2 2 3 , 5 6 1 2  1869 :
52 255,192 254,180 1 1 8 6 8

が明治元年であり， 2 年後が明治 !3年の本籍にもとづく  53 216,904 2 1 2 ,9 7 3 慶応3 1部7
: 54 213,123 212-619 2 1866

人口屈出の年であったため，そ の と き の 屈 出 に は 極 端 55 228,975 2 3 0 , 3 3 9 1 1 8 6 5

な 卿 h c a p in ,が起こったものと考ぇられる。そ の 影 響 = = : = ほ : = :

が 1920年センサス時の 49〜52歳人ロにあらわれ，49, 50, 5 8 157,988 163,254 2 1 8 6 2
- 59 146,357 153,959 1 1 8 6 1
51寧人ロが小さく，52歳 A  ロ が 大 き く な っ た も の と 推  L   J  L _  ---------

測される。そこでこの点を考慮して次のような修正を加えた。

まず， 1920年 の 50歳， 55歳人口の修正からはじめるが，その要点は年齢によるかたよりをとり，

除くための移動平均をとることである。

表14 1920年 50歳，5 5 歳 人 口 の 修 正 値 す な わ ち ， 48歳 か ら 52歳 ま で の 5年間の人口を平均 ;

男 女 して50歳人ロを推計し，53歳 か ら 57歳 ま で の 5 年間の 1

尔齡 劣 女 出 坐 時

45 294,835 289,040 明治8 1875
46 284,428 280,639 7 1874
47 275,922 273,052 6 1873
48 255*836 250,014 5 1872

49 229,383 225,418 4 1871

50 212,305 209,189 3 1870
51 224,716 223,561 2 1869

52 255,192 254,180 1 1868

53 216,904 212,973 慶応3 1867

54 213,123 212.619 2 1866

55 228,975 230,339 1 1865
56 212,156 211,913 •元治:1 1864
57 166,609 168,543 文久3 1863

58 157,988 163,254 2 1862

59 146,357 153,959 1 1861
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明治•大正年間め人p推計と人口動臌 

人口と50〜54歳人口から50歳人ロを， 50〜54歳人ロと55〜59歳人ロから55歳人ロを割り出ず 

方法である。この方法で修正されf f 値は表 1 6のとおりである。

この結果ゆ，さきに示した各歳別人U丨を使用しての修正値よりもざらに出生率の間接推計の動向 

に近L、ものではあるが，ここでは出生率の推計結果をなめらかにすることよりも各歳別のa貧e 

heapingを修正するのが因的であるから，最終結果にとりあげる数値としてはさきの各歳別人ロを 

用いた修正値（表15 )を採用することにした。

1865年と1870年の出生率の修芷は作業過程からいえば表、1 6 に示された修正値の動きが間接拢 

計の結果の動きによく一致していることから上記のage heapingの検討へと進んだものであるこ 

とを付記しておきたい。 • •

いずれにしろ，死亡数から出生数を間接推計しナこチェックのための作業は明治初頭生まれの届出 

age heapingの可能性をつよめ，またその結果としての修正値によって，出也率のゆるやか.な上 

昇傾向をより明確に示すことになった。

表 1 7 インフルエンザ死亡数

(U 本帝国死亡铳計より）.

1918 1920

年 齡
93 女 男 女

0 - 1 3,375 3 J03 5,041 4,276

1— 2 1,672 1,853 3,056 3,019

2— 3 1*459 1,734 1,620 1,907

3— 4 1,286 1,541 1,259 1,542

4 - 5 1,092 1,451 991 1,327

5—10 2,440 3,628 2,278 3,305

10—15 968 1,420 999 1J09

15—20 1,807 2,104 ' 3,412 4,401

20—25 2,748 3,048 ! 4,909 
5,273 一

6,360

25—30 ! 2,611 3,003 6,485

30-35 2,624 .2,4*17 5,553 5,355

35—40 2,393 - 1,895 4,297 3,400

40-45 1,961 1,378 3,435 バ2,530

45—50 1,438 875 2,464 1,498

50—55 1,295 824 2,161 1,572

55—60 899 600 1,586 , 1,252

60—65 1,113 , 9 4 0  、
! 2,56965—70 (

70-75
75—80

1,183
1,105

1,087, 
1,112

3,194

C60 724 1,761 1；908

80—85 ; 239 360 ：■ • • *■

85—90
90—95

104
11

174
28

247 431

( 95— 4 6 : 1 6 . 27

不 部 1 1 3 一

総 ill- 34,488 35,336 53,555 54,873

—— 21(103)
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図 6 5歳階級別インフルエンザ死亡数

*■* ~~ 、譯贫《综'f颂资炭封好’奴ぶ,，Xi.灌を猫堪凝從姊?為，';.樹錄站渐ず福兔钱极

明治♦大正年間の人口推計と人口動態

表1 8 インフルエンザを考處した場合の1920年人口

年 齢

1920苹 に な お し た ' 
1918年インフルェ 

ンザ死亡玖

1920年
イ ン フ ル エ ン ザ *

死亡数

介 U
1920̂ 1' 

センサス人 11

インブルエンザ 

を考慮した 

1920年*人 a

VJi:{->
0— 4 5,992 11,967 17,959 3,752,627 3,770,586

5— 9 4,165 2,278 6,443 3,467,156 3,473*599

10—14 1,545 999 2,544 3,089,225 3,091,769

15—19 1,452 3,412 4,864 2,749,022 2,753,886

20-24 2,328 4,909 7,237 2,316,479 2,323,716

25—29 2,619 5 ；273 7,892 2,008,005 2,015>897

30—34 2,574 5,553 8,127 1,833(-443 1,341,570

35—39 2,441 4,297 6,738 1,707,771 1,714,509-

40—44 2,086 3,435 5,521 1,640,254 1,645,77&

45~49 1,600 2,464 4f064 1,340,401 1,3小丨メ 68*

. 5 0 - 5 4 1,295 2,161 3,456 1,122,240 1,125,69&

55-59 996 1,586 2,582 912,085 914/667

60—64 944 1,593 , 2,537 803,033 805,570

65—69 1,022 1,601 2,623 614,479 617,102

70—74 955 1,121 2,076 399.540 401t61&

75— 1,060 903 1,963 288,422 290,38S

計
28,044,185 28,130,811.

■ !

ベ女子〉

0—4 6,196 12,071 18,267 3,705,088 3,723(35S

.5—9 5,516 3,305 8,821 3,389.764 3,398,585

10—14 2,278 1,709 3,987 3,012,342 3,016,329

15—19 1,798 4.401 6,199 ‘ 2,670,035 2,676,234

20-24 2,614 6,360 - 8,974 2,292,831 2,301,805

25—29 2,959 6,485 9,444 、 1,915,944 1,925,388

30—34 2,613 5,355 7,968 •1,776,007 1,783,975

35—39 2,068 3,400 5,468 1,702,967 1,708,435

40—44 1,549 2,530 4,079 1,603^510 1,607,589

45—49 1,049 1，498 , 2,547 1,318,163 1,320,710

530—54 820 1,572 2,392 1,112,522 1,114,9^

55—59 662 1,252 1.914 928,008 929,922

60—64 757 1,274 2,031 852,772 854,803

65—69 938 1,295 2,233 698,058 700；291

70—74 957 1,068 2,025 497,078 499,103

75— 1,289 1,298 2,587 443,779 466,366

27,918,868 28,007,804

- ~ ~  23(105)
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■ , .' ■

6. インフルエンザ死亡数の考慮

前節までに述べてきた推訐作業では1879年 （明治I2年）と 1886年 （明治化年）めコレラの大流行や 

1918年 （大正7年）と1920年 （大正9年）のインブルエンザによる異常な死亡数などを考慮していな 

い。それらはこの種の作業には是非とも考慮しなければならない要因であるが，ここでは大正後期 

のイソブルエンザ死亡数を考慮する作業のみを行なった。インブルエンザ死亡数の考慮にっL、ては， 

かって安川が行なった作業(注 1の文献〔8〕）があるのでその要領にしたがった。その要点は，上記 

のっの年丨こイ1ンフ.ルエゾザが流行しなければ生残'?たであろう人数を1920年のセンサス人DJw 

加炎て，それを出発点として逆進推計を行なうことである。その際の生残率の逆数には3 のゴンベ: 

ルッ曲線により1918-1920年を説明する ‘ レベルをあたえ*それに対応する生命表を作成して 

えたものを使用した。表 17と図6 はそれぞれ1918年と 1920年のインフルエンザによる死亡者数 

である。表 18，表 19は作業の要点と結果を示.したものである。 -

咩 ず 1.918'年 :のイン.ラル.エン.ザ死亡数のう.ちイ.ンフルエンザの流行がなければ切2。年ま.で生；；残. 

ったであろうものの数を推計する。 すなわち， 1918年のインフルエンザ死亡数に,上に述べた 

1918〜1920年 を 説 明 す る 生 命 表 か ら を 用 い て 生 残 率 を か け 合 わ せ れ ば 1920年に生 

残った;であろう数が推計され斧。

表 1 8 ゆ上に述べた手順にしたがって推 計 し た 年 イ ソフルエンザ死亡者のうち， 1920年ま 

で生残った-であろう数，1920年.インフルユンザ死亡数，1918年と 1920年のインフルエンザ流行が 

なければ 1920年に.生残ったであろう数，そしてこれを1920年センサス人ロに加えたときの1920 

年人口である。

以下，：こ 璃 を 叫 発 做 好 錄 述 べ た 手 響 計 算 を す れ ば ，ィンフルエンザ死亡数を考慮した 

推訐結采がえられる。表 は 推 計 結 果 の 一 !^である。

この結果によれば，明治初年の人口は3503万と推計され，インフルエンザ死亡数考慮前の雒計 

に比べて約14万大きぐ推計されたことになるが，当初の3500万水準という値にますます近い値に 

なっている。また，出生率にっいてみると，いずれの年次も人口千にっき0.01〜0 .0 7の程度の出 

入で新しく推計され，傾向としては前述したものとほとんど変化がみとめられない。推評値が前の 

もめにくらベて出入があるめはインフルエンザ死亡者に华齢による凹凸があるためである。さらに

死亡傘にづいX みる i , 出生率の変く化に応じてやはり。‘ 01〜0.1 7程度の差で推計されている。
• . . • .

, 7• ' 明 治 年 間 の 人 口 動 態 と 人 口 転 換 .

以上のょうな推許作業を行な込たわれわれの興味は，明治年間の経済売肢にともなう.人口動態の 

推移が西欧の經驗^ 向じ幽をたどったか，それとも，わが国独自の型をたどったかを考察すること 

，にあった《»
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西欧の経驗というのはi すでに記したように「人口転換j demographic transitionとして知られ 

る経験法則のことで，19世紀から2 0丨丨!:紀にかけての持続的な経済発展にともなう人ロ励態が多産 

多死から多産少死を経て少產少死にV、たるその推移過程を物語るものであった。とくに，多産から 

少産に向きをかえる転換点をもって人口転換開始の時期というのである。

このような経過のなかで，経済的離陸が開始されると，それにともなう死亡率の即時的低下はと 

くに問題はないにしても，出也率の推移は検討すべき課題を提供する。つまり，瘙済発展の初期に 

は出生率が高い水準にあって，その後もしばらくは横ばいをつづけるが，やがて工業化と都市化が 

進み，人口が都市に集中するようになると，生活に対する価値観の変化が家族計画（当時は産児制限） 

の普及をもたらすから，出生率は下降にむきをかえる。イギリスではその時期が1876年からのこ 

とであった。そして，ひきつづいて少產少死型を実現するというのが西欧での人口転換の経験で扒 

る。 ，

今回の推計作業からえられた明治年間の人口動態は，死亡率はゆるやかに下降し，出生率はゆる 

やか丨こ上畀しているということであった。 つまり， わが国の明治年間の出尘率の推移は西欧での， 

「人口転換j の経験とは興なるということである。

こうした比較には確かなデータが要求されるが，そこでの違いについて一つ考えられることは経 

済発展の初期に人口動態がどのような条件のもとにおかれていたかに強く関係していると思われる- 

ことである。たとえば，イギリスでは18 |!t紀末から19世紀にわたって，すでに出生率が人口千に 

ついて 3 5 の水準を上回っていたと考えられること。それに対して，わが国では明治初期の出坐率 

が高率であったとはいえ， 3 5 の水準を下回っていたと推定されることが「人口転換」の型を変え 

たものと考えられる。

さらに一つの補足をすれば， 「人口転換j を比較するとき,西欧とわが国とでは初期の事情を興 

にすると考えられることである。それは，ともに出生率は嵩率であったとはいえ，出生率の水準を 

興にしていたのではなかったかということである。もしそうであれば，すでに経済発展をとげた国 

が過去に出生率の最高水準をみれば，人口千について35〜40のところに天井があったのではなしv 

かということである。

したがって，発展の初期に出生.率 が 35〜4 0 の水準にある国は，経済が離陸を開始してもそれ以: 

上に上界することはなく横ばい状態をたどり， 発展の初期に出生率が35の水準以下にある国は，

35〜4 0 の水準までは上昇しうる余地をもっているということがいえるのではないか。その結染が: 

「人口転換j に関して西欧とわが国で人口動態の推移過程を異にしたものと考えられる。

このほかにつけ加えることは，西欧の経験では発展の初期から高い出生率が横ばいをつづけてい. 

るあいだに，死亡率低下が加速されていく傾向にあったから， 1 9世紀初頭の人口増加は急速で

注（7 ) Carr-Saunders. A. M., World Population, Oxford 1936, pp. 60〜65.
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った。それだけに出生率が一定水準を保っていたということは，分母となる総人口の増大に応える' 

ように，分子となる出生数が増加していたことに注意する必要がある。

それに対して，わが国のばあいは出生率の上昇と死亡率の下降とがともにゆるやかに推移したの. 

で，その差の自然増加率は1 パ一セント以下であった。推計結果によると，自然増加率が1パ— セ 

ントを越えたのは， 1900年以降のことであった。 こうして叼治年間の人口増加がゆるやかな推移 

をたどったことが，わが国の人ロ動態が独自の経過をたどったものとして特徴づけられることなの• 

である。

なお，ここに記した瓯欧の経験といわれる人口転換法則は，おもに18世紀末からのイギリスの人 

,；,動態をもとにして欧米の人ロ学者によってつくりあげたものであるが，近年には欧米の経済史家 

によって人口史研究が盛んになり，とぐにイギリス産業革命期の人口動態の分析に新たなるメスが' 

加えられてい(^ 。それによると，イギリス産業革命期の人P 増加は死亡率の低下によるよりも，そ 

の主因は.出生率の上昇によるもので^>ぅたという見解が支配的になってきたという■ことである。.そ- . _ 

うであれば，伝統的社会から近代社会への移行期に，死亡率がゆるやかに低下するとしても，人丨コ増’ 

加はむしろ出生率の上界に起因するということは，イギリスの産業年•命期とわか国の明治年間とか*. 

、ロ動態について同じタイプの経過をたどったことになる。もしそうであれば，今回の;推計結果は 

イギリス産業革命期の人口動態と比較してとくに興味深いものであるということかできよう*

‘ と が き

ここに発表した明治♦大正年間の人ロ規模と人口動態の推計作業には1 0年の歳月を要した。こ 

>-での推計方严は1920年の第一回センサス人ロをもとに明治初平までの人ロをさかのぼる逆進推 

計を行なうやりかたであるから，そこでは明治•大正年間の死亡を説明できる生命表が必费とされ 

る。公, 生命表は1891年以降のデ ー タ によるものであるし，内容には不備が認められているので， 

これを改めるため，r 日本のモデル生命表」を作るところからはじめなければならなかった。r 日キ 

のモデル生命表」の作成には昭和37年から同43年まで6 年を要したか，これをようやくまとめる 

， とができたので，すでに本学会雑認（第64卷第5号，1971年）に亮表した。 .

今回の作考はこの「日本のモデル生命表J を駆使して進められたが，それ以前からも暫定的な作7 

業を气みてきた。 それらをとりまぜて， これまでに日本人口学会〔第 14回 （昭和37年，安川)，第 

16固 （昭和39年，安川バ第 21回 (昭和44年. 安)II •成岡)，第 22回 (昭和45年，安川•広岡)，第ぬ 

回 （昭和46平，安川•広岡)〕および日本統計学会. 〔第 30回 （昭和37年. 安川) ，第 泌 回 （昭和45年. 

安川•広岡) ’ 第 39回 （昭和46年, 安川•広岡)〕で発表してきた。今回は新しい作業を加えて，よう

•'キ（f t ) 安川正彬r人口の経済学J 春秋社，19^5, 1 0 4 - 7 ページ•
1 ⑶ m 孝 「イギリス產鮮命と人口史研究ゎ社会_ 史学会編1■絰済史における人口J (社会経済史樂会第3徊大会 

報佐) ，疲応逋信，1969, 71〜9 4 ページ•
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やく論文の形を整えて発表することにした。

なお，今回の発表に際し，本塾大学院生佐藤貴一郎君の助言をえた。記して感謝の意を表したい< 

終わりにこれまで両学会で発表したときの報告作業に直接協力してくれた私のゼミナールの学生諸 

君の名をことに記しておきたい。 ’ .

昭 和 4 0 年卒業 ’

古川康中，神田敏彦，御子柴慶孝 

昭 和 4 4年卒業 '

吉田直広，細沼紀男，大王倶彦，川村健ニ 

昭 和 4 5年卒業

増 田 彦 ，渡边荘逸，名倉耕ニ，. 九島一浩，深谷和彦，草島道能,小沢康甫 

志達浩爾，寺 嶋 隆 ，前田正明, 渡辺哲郎，筑紫元耀ハ大岿和夫 

昭 和 4 6年卒業

原田典和，平井敬三，藤 田 康 , 新木邦男，農美謙ニ，相原啓ニ 

昭 和 4 7 年卒業 .

加納恭夫，勝 正 豊 ，服部史郎，宇野典明，上村利幸，藤田道夫，高橋皮一，細野太郞 

門脇公男,塩津ニ郎

，安 川 正 彬 経 済 学 部 教 授 ヽ  

、広岡桂ニ郎日本医師会統計課長ノ

28(110)

近世イングランドの都市工業

— T エタセダ一市における毛織物工業——

「 ' . ' . ■ . ' . .  ; . . . . .

安 元 稔:

は じ め に
. . . 1 ..■....:- . : . . . . .

イングラソドの経済発展を同時代のヨーロッパの経済発展という枠組の中でと' らえ，更 に 「丁業: 

化j をip■に産業革命以降の経済発展に限ることなく，イングランドの工業史を長期的な視野に立へ 

て眺める時，1430年代を境とする原料(羊毛)供給国から毛織物輸出国への転進は， 1つの大きな画; 

期を意味するであろう。しかしながら，この場合の工業製品としての毛織物は，白地広幅織（White 

broad cloth)を中心とするものでもり， 半製耑に過ぎず， より付加価値の高い完成品としての毛歡 

物をイングランドが輸出するためには，16世紀後半から17世紀にかけてのあの毛織物輸出の不振: 

とその打開策と，しての新種毛織物への転換を章たなければならなかった。この意味では，17世紀中， 

期までのイングラソ ドのヨーロッパにおける地位は, いわばヨーtxッ パ の 「中進国j ともいうべき 

ものであって，161S年 め Alderman Cpckayneの計画に■如実に示されているように，15世紀半ばか. 

らの2世紀間，イングラソドは, ，アントヮ“ プに仕上をあおぐという依存状態，こうした形でのm： 

際分業の環から脱出し，完成品を国内において生産することによって，国内の雇用を促進し， n m  

工業製品の付加価値を高めて，，名実ん'もにヨ ーロッパの先進「工業国」としそ自立するべく苦悩し 

でいたといo てよかろう。ぃもしイソダランドの工業発展史を上に述べた視点からみることが許され. 

るとすれば，われわれは，当然，イングランド国内にぉける毛織物の仕上工程の発展に.注目せざる.

をえない。そして，仕上工程を課題の中心に据え，そこに焦点をあわせつつイングランドの毛織物• - ■ ......
工業史を見直す時，ここに都市が前面に浮び上って来ることになるであろう。本稿は上のような提 

点から，西南イングランドのデヴォンシャ一の中心都市ェクセターを素材として，近世イングラソ‘ 

ドエ業史に占める都市工業の位置を再検討しようとするものである。


